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　平成28年6月17日村体育センタｰにおいて、
第29回九戸村老人クラブ体育祭が開催され、
今年は８チーム参加し各競技とも熱戦が繰り広
げられました。
順位は　優　勝	…	伊保内上老人クラブ
　　　　準優勝	…	江刺家下老人クラブ
　　　　３　位	…	伊保内下老人クラブ　でした。
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任期：平成 28年 6月 25日～平成 30年 6月 24日
社会福祉法人九戸村社会福祉協議会役員

　当協議会において任期満了に伴う役員改選が行われました。平成28年
度第2回の評議員会において13名（理事10名、監事3名）の方が選任さ
れ、理事会での互選の結果、会長には木村正樹理事が再任されました。

7月の中旬となり早いもので、平成 28 年度も３ヶ月を経過したところです。今日、私達
を取り巻く社会情勢は益々厳しさを増し、村においては人口の減少と共に高齢化率 38％
強となり社会福祉の充実は村民の期待であると思っております。このようなことから28
年度事業において、デイサービス事業ではより重度な利用者への対応が可能となるよう特
殊浴槽を設備致します。又、ソフト面においては村当局並びに各関係機関と連携を図り
地域福祉活動計画の作成に取り組んでまいります。
さて、6月24日の評議員会で任期満了による役員の改選があり、不在の理事2名の新任

と現役員の再任が承認されました。又その後の理事会に於いて不肖私（木村）が会長に再任
され引き続き事業の執行を担って行くことになりましたので今後共よろしくお願い致します。

平成 29 年度からは、社会福祉法等の一部を改正する法律が施行され、経営組織の見直し等が必要とされると
ころです。法には、ガバナンスの強化のために第1に評議員と評議員会、第 2に役員（理事、監事）、第 3に理事
会の権限等が規定されており、最後にそれぞれの損害賠償責任が規定されております。
新しい法律の施行により、法人の役員等の任期が変更となり現評議員は平成 29 年 3月31日までとなり、役員
は28 年度事業終了に関する評議員会の終結の時までとなっております。
この法律は社会福祉法人の全てに適用されることになりますので村内の事業者も早急の取り組みが必要と思われ
ます。私共社会福祉協議会も組織改革と職員のコンプライアンスの順守と仕事に対する熱意をもって今後とも頑張っ
て参りますので、御支援の程よろしくお願い申し上げます。

役職名 氏　　名 所属団体 役職名 氏　　名 所属団体
会 長 木　村　正　樹 有 識 者 理 事 安　藤　サチ子 九戸村ボランティア連絡協議会
副会長 石　川　ツ　エ 九戸村民生委員協議会 理 事 木　村　史　彦 九 戸 村 小 中 学 校 長 会
副会長 中　澤　哲　雄 九戸村老人クラブ連合会 理 事 栗谷川　洋　子 九 戸 福 祉 会 施 設 長
理 事 平　中　昭　夫 九戸村身体障害者協会 監 事 小野寺　隆　雄 九 戸 村 監 査 委 員
理 事 佐々木　ト　マ 九戸村地域婦人団体協議会 監 事 高　橋　治　巳 税 理 士
理 事 髙　﨑　覺　志 九戸村議会産業民生常任委員会 監 事 橋　本　睦　子 九戸村民生委員協議会
理 事 岩　澤　ヒ　ロ 九戸村保健推進員協議会

九戸村社会福祉協議会
新役員のご紹介

平成 28 年度事業について

木  村  正  樹  会長
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平成27年度事業報告………………………………
　5月30日平成28年度第1回評議員会が開催され、平成27年度の事業報告ならびに収支決算が
承認されました。皆様からご協力いただいた会費及び補助金収入、受託金収入、介護保険収入を
財源として様々な事業に取り組みましたので、ご報告いたします。

法人基盤の確立

高齢者福祉の充実

福祉活動の拠点づくり

　当協議会の基盤事業であり、法人の運営の効率化・
組織強化を図るとともに、住民の参加と財政基盤の確
立を目的として全世帯の加入を推進し、92.2％にあ
たる世帯より会費のご協力をいただきました。
　○一般会費収入　1,340,800円

　総合福祉センターでは、デイサービスセンター、ヘ
ルパーステーション、訪問看護ステーション、活動支
援センター、高齢者居住部門、当協議会事務局等が業
務を実施している他、機能回復訓練室の各機器及びカ
ラオケルームは、デイサービスでの使用時間帯を除い
ては、広く住民に開放いたしました。

　二戸地区広域行政事務組合から委託を受け、地域の
高齢者や家族、地域住民からの総合的な介護や福祉に
関する相談への対応、支援を行うとともに、介護予防
ケアプラン作成、介護予防事業の推進を実施。
　○平成 27年度相談受付件数	 620 件
　○平成 27年度ケアプラン作成件数	 957 件
　○平成 27年度末サービス提供人数	 86 名

　介護保険非該当者村内在住高齢者（概ね 65歳以上）
の社会的孤立感の解消及び心身機能の向上等を図るこ
とを目的として実施。
　○年間延べ利用者人数　1,467 名

　村内に居住する高齢者等を対象として、病院への通院
時で月1回を限度とし、車いす仕様車及びス
トレッチャー仕様車での移動サービスを実施。
　○平成 27年度利用者延べ人数　28名

　介護保険非該当者村内在住高齢者（概ね 65歳以上）
の日常生活支援を目的として、村からの委託事業とし
て実施。
　○延べ派遣人数	 24 人
　○延べ派遣回数	 105 回

　水中で無理のない運動を行うことで、体力の維持・
増進を図り、介護予防を資することを目的として実施。
　○週 2回開催、年開催回数	 99 回
　○参加者延べ人数	 465 名

（単位：人）

介護認定者を対象とし、居宅において家事援助、身体
介護、通院介助等日常の生活支援を実施。
　○居宅介護料収入	 	 8,097,080 円
　○年間利用者延べ人数	 ・介護予防	 100 名
	 ・介護保険	 159 名
　○年間派遣回数	 ・介護予防	 505 回
	 ・介護保険	 2,077 回

　生活機能、健康状態等対象者の状態を把握し、対象
者に最もあったケアプランを作成するとともに、それ
に基づいて指定居宅サービス事業者との連絡調整等を
実施。
　○居宅介護支援介護料収入	 9,696,380 円
　○平成 27年度ケアプラン作成件数	 676 件
　○平成 27年度末サービス提供人数	 59 名

　日常生活支援を行い、閉じこもり防止、いきがいづ
くり、介護度進行の抑制等を目的として、介護予防、
介護認定者対象のデイサービス事業を実施。
　○介護福祉施設介護料収入	 36,402,613 円
　○年間延べ利用人数	 5,224 名

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5
852 1,224 823 1,413 689 212 11

　高齢者が追加的収入を得るとともに、健康を保持し、
いきがいをもち、地域社会に貢献することによって、
より有意義な生活を送ることができるよう村からの委
託をうけ、九戸村シルバー人材センターとともに村内
の高齢者の就労推進を実施。
　○ 27年度末シルバー会員数	 83 名
　○ 27年度受注件数	 233 件
　○ 27年度受注金額	 19,796,374 円

法人運営事業 総合福祉センター管理運営事業

地域包括支援センター

いきがいデイサービス事業

地域福祉事業（移動サービス事業）

生活管理指導員派遣事業（いきがいヘルパー）

水中ウォーキング
訪問介護事業（ヘルパー）

居宅介護支援

デイサービス事業

高齢者就労推進事業
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給食サービス（七夕弁当） ボランティアさんによる配達

高齢者福祉ネットワーク活動の推進

障がい者福祉

ボランティア活動の強化・推進

福祉団体等への支援活動

　当協議会では、各福祉団体等への支援、団体事務局
を行い、活発な活動に繋げることを目的として、支援
活動を行いました。
　○九戸村共同募金委員会事務局
　○九戸村老人クラブ連合会事務局
　○九戸村身体障害者協会事務局
　○九戸村ボランティア連絡協議会事務局
　○九戸村シルバー人材センター事務局

　ひとり暮らし老人に定期的にヤクルトを給付するこ
とにより健康の維持増進を図ると共に、配達員により
その安否確認を行うことを目的として実施。
　○平成 27年度末利用者　　2名

　九戸村身体障がい者協会、二戸視覚障がい者協会へ
の助成事業を行うとともに、九戸村身体障害者協会事
務局を行い支援に努めました。
　○九戸村身体障がい者協会への助成	 80,000 円
　○二戸視覚障がい者協会への助成	 5,000 円

　「いきいきふれあい集会」を開催し、ひとり暮らし
高齢者が顔を合わせ歓談を通して孤独感の解消や相互
の親睦を深めることを目的として実施。
　○平成 27年 10月 13日開催　参加者 89名

　村からの委託をうけ、ボランティアの育成を図るとともに、各ボランティア団体活動への支援、各関係機関との
連絡調整、企画立案等行い、ボランティア活動の推進に努めました。介護予防運動を取り入れたふれあいサロン活
動も実施いたしました。
　●ボランティア登録者数　　個人 3名・団体 16団体（236名）
　　○伊高生によるふれあい読書会	 平成 28年 3月 18日開催（於：福祉センター、高校生 5名）　
　　○災害ボランティア講習会	 平成 27年 7月 31日開催　参加者　36名
　　○声の広報朗読ボランティア	 延べ 71名（中高生・一般）
　　○地域ごとふれあいサロン 3ヶ所	 延べ 26回開催
　　○地域ふれあいサロン	 平成 27年 9月 2日　グランドサンピア八戸　参加者　41名
　　○給食サービス配達ボランティア	 延べ 26名　456食配達　
　　○デイサービスボランティア	 延べ 55名
　　○福祉バザーガレージセール	 年 2回開催　ボランティア延べ 82名参加　
　　○子育てサロン	 年 24回開催　参加親子延べ75組・158名参加　ボランティア延べ41名
　　○ふれあい交流会	 年 3回開催　ボランティア 11名・参加者 45名

　在宅高齢者世帯の食生活支援並びに安否確認を目的
として、週 1回昼食を提供。
　○平成 27年度末利用者	 7 名
　○平成 27年度配食数	 456 食

　障がい者が地域社会で自立した生活を送ることがで
きるよう、居宅介護事業（ヘルパー派遣事業）を実施。
　○延べ派遣人数	 23 名
　○延べ派遣回数	 185 回

　障がい者等の地域生活支援の促進を図ることを目的
とし、創作活動又は生産活動の機会の提供と社会との
交流促進に努めました。
　○開所日数　236日、利用者延べ人数　460人

ヤクルト給付事業

福祉団体育成事業

ひとり暮らし老人の集い事業
（いきいきふれあい集会）

ボランティア活動推進事業

給食サービス事業

障がい福祉サービス事業

地域活動支援センター（エール）事業

・福祉センター
・オドデ館
・まさざね館

エール
作品の販売場所
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相談事業・住民支援事業

　住民の様々な悩みに対応すべく、弁護士による無料
法律相談を実施。
　○実施回数　６回、相談者延べ人数　13人

　岩手県社会福祉協議会からの貸付・債権回収業務の
委託事業で、民生委員の協力を得ながら、所得の少な
い世帯、障がい者世帯、高齢者同居世帯等に対して、
経済的自立と生活意欲の助長、社会参加の促進を図る
ことを目的として実施。
　○平成 27年度新規貸付	 3 件
　　貸付金額	 2,400,000 円

　高齢者や障がい者が地域で安心して生活が送れるよ
う福祉サービスの利用手続きの援助や代行、またそれ
にともなう日常的金銭管理を実施。
　○平成 27年度末利用者　3名

　生活上又は医療継続上、その他生計維持のために一
時的に現金を必要としかつ他から融資をうけることの
できない方を対象として貸し付けを実施。
　○平成 27年度新規貸付	 8 件　340,000 円
　○平成 27年度末貸付在高	 17 件　593,500 円

心配ごと相談事業

生活福祉資金運営事業

日常生活自立支援事業

たすあい金庫運営事業

福祉基金の造成
児童福祉

　村全体の福祉に活用することを目的として、各団体・
個人等からの寄附金を基金として積み立てを実施。
　○平成 27年度末福祉基金積立額  25,361,437 円
　　（うち 27年度積立額　1,765,801 円）

　勤労世帯における小学校児童のうち、放課後等に保
護を要する低学年（1～ 4年生）児童を対象として
遊びや生活の場を提供児童の健全育成を図るため、村
からの委託を受け実施。
　○ 27年度末登録人数	 53 人
　○ 27年度末利用者延べ人数	 9,755 人

九戸村福祉基金事業

学童保育事業

共同募金配分金事業

　岩手県共同募金会からの助成金を原資として、各福祉団体・施設等への助成および村の地域福祉活動を実施する
とともに、歳末たすけあい配分委員の協力のもとに低所得世帯等の援助活動に努めました。
　○一般募金配分金（平成 26年度赤い羽根募金）　1,058,334 円　、自主財源繰入金 2,869 円
　　ヤクルト給付事業　38,653 円、給食サービス事業　172,894 円、ふれあいマッサージ事業　100,000 円、
　　ひとり暮らし老人の集い　43,194 円、活動支援センターエール活動費　20,000 円、
　　福祉協力校助成金　210,000 円、疑似体験用具　60,234 円、広報費　218,174 円、
　　心配ごと相談事業　98,880 円、健康福祉大会事業　29,946 円、
　　ボランティア活動推進事業（ボランティア保険）69,228 円
　○歳末たすけあい配分金　918,500 円
　　・在宅者配分金　　　　636,000 円（6,000 円× 106名）
　　・施設配分金 121,500 円（村内 3施設、利用者 123名）
　　・地域福祉活動費配分　161,000 円（村内通所介護 4施設、利用者 202名）

学童クラブより

広報・啓蒙活動

　社協だよりを発行（年 4回）し、
村の福祉、当協議会の事業につい
て広くお知らせし、福祉活動の推
進に努めました。

　大会を開催し、27 年度福祉功
労者を讃えるとともに九戸村の更
なる福祉向上を目指して一層努力
することを宣言。

　村内7校を協力校として指定し、福
祉への興味を促すとともに、村内福祉
活動への参加・協力をよびかけました。
協力校助成金1校30,000円×7校

広報事業 健康福祉大会開催事業福祉協力校指定事業
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平成27年度決算報告………………………………

資 産 の 部 負 債 の 部
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

流動資産 62,200,889 流動負債 8,237,773
　現金 74,988 　事業未払金 5,708,210
　預貯金 50,054,245 　預り金 8,831
　事業未収金 10,270,006 　職員預り金 222,925
　未収補助金 1,176,000 　賞与引当金 2,297,807
　前払金 32,150 固定負債 2,705,314
　短期貸付金 593,500 　退職給付引当金 2,705,314
固定資産 35,408,859 負債の部合計 10,943,087
　基本財産 100,000
　その他の固定資産 35,308,859 純 資 産 の 部
　　建物 1 基本金 100,000
　　車両運搬具 3,847,669 基本 25,361,437
　　器具及び備品 1,426,363 国庫補助金等特別積立金 520,747
　　退職給付引当資産 2,705,314 その他の積立金 1,937,385
　　九戸村福祉基金積立資産 25,361,437 次期繰越活動増減差額 58,747,092
　　備品購入積立資産 1,937,385 純資産の部合計 86,666,661
　　長期前払費用 30,690

資産の部合計 97,609,748 負債及び純資産の部合計 97,609,748

貸借対照表

資金収支計算書

（単位：円）

（単位：円）（単位：円）
科　　目 金　額 科　　目 金　額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

会費収入 1,340,800 施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等寄附金収入 604,933
寄附金収入 150,000 固定資産売却収入 1,410,000
経常経費補助金収入 7,852,834 施設整備等収入計 2,014,933
受託金収入 51,736,171 支

出
固定資産取得支出 1,334,980

貸付事業等収入 318,000 施設整備等支出計 1,334,980
事業収入 4,134,640 施設整備等資金収支差額 679,953
負担金収入 2,392,000 そ

の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入 その他の活動収入計 0

介護保険収入 57,566,805
障害福祉サービス等事業収入 417,290 支

出
基金積立資産支出 1,765,801

受取利息配当金収入 15,182 その他の活動支出計 1,765,801
その他収入 172,641 その他の活動資金収支差額 △ 1,765,801
事業活動収入計 126,096,363 予備費支出 0

支
出

人件費支出 71,694,306 当期資金収支差額合計 9,713,736
事業費支出 22,464,025 前期末支払資金残高 45,961,927
事務費支出 15,792,645 当期末支払資金残高 55,675,663
貸付事業支出 340,000
共同募金配分金事業費 1,979,703
助成金支出 2,855,000
負担金支出 171,100
事業活動支出計 115,296,779

事業活動資金収支差額 10,799,584 伊保内高校生による声の広報朗読ボランティア
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　当協議会では、超高齢社会に対応するためデイサービス、訪問介護、居宅介護支援事業のサービスを提供する
とともに、地域包括支援センターを中心とした総合的な介護・福祉事業ネットワークづくりを推進し、高齢者のみ
なさんが地域で安心して暮らせる村づくりを目指しています。

代議員会議終了後の懇親会

広報ボランティア 上手に作れたよ
狭いところが大好き

看護学生さんの実習

子育てサロンのおやつタイム

ボールを真剣に送る長興寺クラブ

ふれあい交流会のおやつづくり

もっと身近に!!　九戸村地域包括支援センター（事業主体：九戸村社会福祉協議会）

平成27年度事業実績
事業区別 内容活動

○要介護者にならないための支援を行な
います

　（介護予防ケアマネジメント）

介護予防（要支援1,2）ケアプラン作成
　■介護予防支援計画作成 146件
　■介護予防サービス計画作成 811件

○様々な相談に対応します
　　（総合相談支援）

総合相談支援　延620件
　■電話相談　209件　・来所相談 200件
　■家庭訪問　168件　・その他 43件

○高齢者の権利を守ります
　　（権利擁護）

①老人福祉施設への措置支援 8件
②高齢者虐待への対応 0件
③困難事例への対応 12件

○医療、介護、行政、地域との連携を図
りながら、支援体制のネットワークづ
くりを行ないます

　（包括的・継続的ケアマネジメント支
援事業）

①包括的継続的ケアマネジメント体制の確立
　■地域ケア会議 11回
　■介護施設包括連絡会議 2回
　■介護施設運営等会議 12回
②地域におけるネットワーク体制の確立
　■カシオペア権利擁護ネットワーク会議 4回
　■精神障がい者地域移行推進委員会 3回
　■カシオペア医療福祉連携研究会世話人会 7回
③日常個別指導・相談 740件
④支援困難事例への支援・助言 72件
⑤ケア・カンファレンス支援会議 19回

○その他、高齢者に関する支援を行ない
ます

①高齢者・ひとり暮し見守り事業 196名
②寝たきり者・家族への支援 32名
③介護認定調査業務
　■更新調査 99件
　■区分変更調査 9件
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寄付者〔平成28年5月〕
二十一年会 様　22,706円
　いただいた寄附金は、福祉
基金に積み立てられ、村全体
の福祉に役立てられます。

――― 編集・発行 ―――

社会福祉法人

九戸村社会福祉協議会
〒₀₂₈︲₆₅₀₂　九戸村大字伊保内7-39-4
　　　　　　（九戸村総合福祉センター内）
TEL	0195-41-1200　FAX	0195-42-2064

　剪定、草取り、草刈り、畑仕事、清掃作業等の
仕事ができる方を大募集しています！！

　８月は　3日（水）・24日（水）　10 時～12時
　９月は　14日（水）・28日（水）　10 時～12時

　熊本県共同募金会及び中央共同募金会では、被
災された方々を支援することを目的に義援金募集
を行っております。皆様からお寄せいただく義援
金は、九戸村共同募金委員会（村社会福祉協議会
内）においても受付けております。
　なお、お寄せいただく義援金は、熊本県に設置
された義援金配分委員会を通じて被災された皆様
へ配分されます。

○受付期間　　平成 28年 4月 15日（金）から
平成 29年 3月 31日（金）まで
　※　募集期間が延長になりました。
○募金方法　　九戸村共同募金委員会窓口へ持参
　　　　　　　　　　　　　
<お問い合わせ先>
・岩手県共同募金会	 TEL	019-637-8889
・九戸村共同募金委員会	 TEL	0195-41-1200
　（九戸村社会福祉協議会）

日程 水中ウォーキング
（月曜日）

アクアフィットネス
（木曜日）

入水時間

1回目：午後1時30分
　　　　～2時30分 午後6時30分

　　　～7時30分2回目：午後2時45分
　　　　～3時45分

対象者 20歳以上の方

利用料 １回　200円

準備する物 水着、タオル、各自必要なもの

<お問い合わせ先>
九戸村シルバー人材センター（電話 41-1200） 「ロディ」と「ロディハウス」がお出迎え !!

九戸村シルバー人材センター会員大募集中 みんなおいで！！はまなすっ子広場

「平成28年熊本地震災害義援金」の募集について 水中ウォーキング（月曜日）の時間が変更になりました。

アタック!!　（風船バレー） お部屋の飾り　（創作活動）

インフォメーション・information

デイサービスで、ゆったり　のんびり
ご寄附ありがとうございます。


